
事務室

機械室

南部コミュニティセンター

総合受付

運営本部

ペット
受入場所

物
資

避難者
生活スペース①

医療・介護

ごみ
置き場移動先

移動先

健康管理
スペース

A



南部コミュニティセンター

倉庫

倉庫

避難者
生活スペース②調理室

育児・保育

育児・保育

１Fから移動した世帯

A



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.１ 要配慮者支援班の課題

動線が狭く、車いすでの移動が
難しい。

①確保する通路スペースを明示する。
②避難者全体に、区切ったスペースの意図を
周知し、物を置かないことを徹底させる。

ポイント
常に一定以上の幅を確保

し、施設の必要な場所まで
移動できるようにする。

・フロアにカラーテープ
・掲示する
・LINEグループを作る

A



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.２ 保健・衛生班の課題
同行避難してきたペットのスペースが、
ごみ収集車の作業場所に近いため、
ペットのストレスになっている。別の
場所への移動を検討したい。

ポイント
ペット受入場所とごみ収集

車が干渉しないようにする。

①ペット受入場所とごみ置き場の位置の再検討
②ごみ収集車の作業ルートを決める。

・ごみ置き場を移動する
・ごみ置き場のところまでごみ収集車が通れる
ようにし、ペット受入場所を通らないようにする。



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.３ 保健・衛生班の課題

避難所開設後数日たったことも
あり、体調不良者が出始めた。
避難者が健康に生活できるよう
工夫したい。

①換気や運動などの内容、場所、時間の設定。

②避難所の健康管理スペースの設置。

ポイント
何をいつ行うか、どこ

で行うかなどを定める。

・換気の時間（1時間１回）
・運動も換気と合わせて行う。トレーニング室
で、使用に関するルールも作る（３時間に１回）
・窓は全部開ける
・けがの手当て等は、ホワイエに健康管理スペース



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.４ 区⻑、⾃主防災会⻑、
保健・衛生班の課題

トイレの清掃に関して、保健・
衛生班のみでは他の業務もあり、
負担が大きい。

ポイント
トイレ清掃は男女１名づつ

出す必要がある。

衛生班のみに頼らず避難者全員で清掃する。
（できる方）

・衛生班を手伝ってくれる方を募る
・誰が何やっているか掲示板を活用
→何が足りないか見えてくる



事務室

機械室

南部コミュニティセンター

総合受付

運営本部

ごみ
置き場

ペット
受入場所

物
資

避難者
生活スペース①

医療・介護

物資をステージ上へ移動
同じ状況、似ている状況は近くに配置。

感染症は隔離



南部コミュニティセンター

倉庫

倉庫

避難者
生活スペース②調理室

育児・保育

育児・保育



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.１ 要配慮者支援班の課題

動線が狭く、車いすでの移動が
難しい。

①確保する通路スペースを明示する。
②避難者全体に、区切ったスペースの意図を
周知し、物を置かないことを徹底させる。

ポイント
常に一定以上の幅を確保

し、施設の必要な場所まで
移動できるようにする。

B

車いす1.5ｍ

ライン内優先、玄関２箇所に掲示

優先通路をテープで明示

パーテーションで居住スペースを区切る



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.２ 保健・衛生班の課題
同行避難してきたペットのスペースが、
ごみ収集車の作業場所に近いため、
ペットのストレスになっている。別の
場所への移動を検討したい。

ポイント
ペット受入場所とごみ収集

車が干渉しないようにする。

①ペット受入場所とごみ置き場の位置の再検討
②ごみ収集車の作業ルートを決める。

B

ごみ置き場を外に出す



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.３ 保健・衛生班の課題

避難所開設後数日たったことも
あり、体調不良者が出始めた。
避難者が健康に生活できるよう
工夫したい。

①換気や運動などの内容、場所、時間の設定。

②避難所の健康管理スペースの設置。

ポイント
何をいつ行うか、どこ

で行うかなどを定める。

B

地区別でトレーニング室を使えるようにする

２Fの生活スペースをフリースペースとする
子どもの遊び場

本部の一部に安静室を作る



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.４ 区⻑、⾃主防災会⻑、
保健・衛生班の課題

トイレの清掃に関して、保健・
衛生班のみでは他の業務もあり、
負担が大きい。

ポイント
トイレ清掃は男女１名づつ

出す必要がある。

B

トイレ使用者が責任をもって掃除する（使用後）



事務室

機械室

南部コミュニティセンター

総合受付

運営本部

ごみ
置き場

ペット
受入場所

物
資

避難者
生活スペース①

医療・介護

移
動
先

作業ルート

C

体操スペース



南部コミュニティセンター

倉庫

倉庫

避難者
生活スペース②調理室

育児・保育

育児・保育

C



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.１ 要配慮者支援班の課題

動線が狭く、車いすでの移動が
難しい。

①確保する通路スペースを明示する。
②避難者全体に、区切ったスペースの意図を
周知し、物を置かないことを徹底させる。

ポイント
常に一定以上の幅を確保

し、施設の必要な場所まで
移動できるようにする。

C

①テープで区切る。紙に障がい者マークの隣に→を
書いて貼る

②各スペース事に１家族１名を呼ぶ。または１地区
ごとの代表者を決めて話しをし、同じ地区の人に
報告していく。



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.２ 保健・衛生班の課題
同行避難してきたペットのスペースが、
ごみ収集車の作業場所に近いため、
ペットのストレスになっている。別の
場所への移動を検討したい。

ポイント
ペット受入場所とごみ収集

車が干渉しないようにする。

①ペット受入場所とごみ置き場の位置の再検討
②ごみ収集車の作業ルートを決める。

C

①ごみ置き場の場所を移動する。

②駐車場⇔ごみ置き場で作業ルートを設ける



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.３ 保健・衛生班の課題

避難所開設後数日たったことも
あり、体調不良者が出始めた。
避難者が健康に生活できるよう
工夫したい。

①換気や運動などの内容、場所、時間の設定。

②避難所の健康管理スペースの設置。

ポイント
何をいつ行うか、どこ

で行うかなどを定める。

C

・高齢者の方も知っているラジオ体操をする
・１日１回だけでなく、午前午後等複数回行う
・場所は車の出入りのない安全なスペースを確保する



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.４ 区⻑、⾃主防災会⻑、
保健・衛生班の課題

トイレの清掃に関して、保健・
衛生班のみでは他の業務もあり、
負担が大きい。

ポイント
トイレ清掃は男女１名づつ

出す必要がある。

C

・各スペース事に清掃の回数を決める
（高齢者、妊婦、小さい子供がいるところは、
２～３日に１回など）

・各スペース事に代表者、１家族１名の方を呼び、
話をする
・１度話を持ち帰り、それぞれが伝える
・回数は増えてしまうが、何度も話し合いをして
決めていく



事務室

機械室

南部コミュニティセンター

総合受付

運営本部

ごみ
置き場

ペット
受入場所

物
資

避難者
生活スペース①

医療・介護

D



南部コミュニティセンター

倉庫

倉庫

避難者
生活スペース②調理室

育児・保育

育児・保育

D



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.１ 要配慮者支援班の課題

動線が狭く、車いすでの移動が
難しい。

①確保する通路スペースを明示する。
②避難者全体に、区切ったスペースの意図を
周知し、物を置かないことを徹底させる。

ポイント
常に一定以上の幅を確保

し、施設の必要な場所まで
移動できるようにする。

D

外に出たいときは喜んで外に出す
・通路に物を置かない
・入口、トイレ等のいかなければならない
場所までの距離が短くなるようにする。

・ごみ、ペットを自転車置き場に移動して場所を確保する。

コミュニケーションの取りやすいよう、
事務所又は生活スペースの人にお願いする。 ２Fない

スロープ有
ごみ置き場外
↓
車いす



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.２ 保健・衛生班の課題
同行避難してきたペットのスペースが、
ごみ収集車の作業場所に近いため、
ペットのストレスになっている。別の
場所への移動を検討したい。

ポイント
ペット受入場所とごみ収集

車が干渉しないようにする。

①ペット受入場所とごみ置き場の位置の再検討
②ごみ収集車の作業ルートを決める。

D

自転車置き場を囲って（シート）
ペット用の場所にする

外にテントなどの屋根を設ける

ごみ置き場の位置の変更をする。
またはペットの場所を移動する。



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.３ 保健・衛生班の課題

避難所開設後数日たったことも
あり、体調不良者が出始めた。
避難者が健康に生活できるよう
工夫したい。

①換気や運動などの内容、場所、時間の設定。

②避難所の健康管理スペースの設置。

ポイント
何をいつ行うか、どこ

で行うかなどを定める。

D

換気する時間を決めて、一斉に換気する

・好きな時に小学校の運動場で遊んでもらう
・レクリエーションを行う
・体操をおこなう。
・コミュニケーションをとらせたり、
体操や物資の配布物を手伝わせる。

隔離ができる小部屋を利用する。

更衣室や倉庫を隔離することで、感染が
広がらないようにする

医者を要請する



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.４ 区⻑、⾃主防災会⻑、
保健・衛生班の課題

トイレの清掃に関して、保健・
衛生班のみでは他の業務もあり、
負担が大きい。

ポイント
トイレ清掃は男女１名づつ

出す必要がある。

D

毎日、動ける人で交代して進める。
避難人数が多いため、１日２回は行う。

１日交代

70歳以下、動ける方
毎日２回、男女２名ずつで１F2Fともに行う。



事務室

機械室

南部コミュニティセンター

総合受付

運営本部

ごみ
置き場

ペット
受入場所

物
資

避難者
生活スペース①

医療・介護

陶芸教室の方まで移動

E



南部コミュニティセンター

倉庫

倉庫

避難者
生活スペース②調理室

育児・保育

育児・保育

移動
移動

E



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.１ 要配慮者支援班の課題

動線が狭く、車いすでの移動が
難しい。

①確保する通路スペースを明示する。
②避難者全体に、区切ったスペースの意図を
周知し、物を置かないことを徹底させる。

ポイント
常に一定以上の幅を確保

し、施設の必要な場所まで
移動できるようにする。

区切ったスペースの説明掲示など、
標記等分かるものを貼る

避難時に持ち込みできる量について、
入口に明示しておく

・スペースの区切り
・家族単位と通路の区切り

・養生テープで通路、進入禁止スペースを明確にする。

配置図を各部屋に掲示する

避難者へのオリエンテーションを定期的に行う。
→話し合いの内容を掲示し、更新していく

E



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.２ 保健・衛生班の課題
同行避難してきたペットのスペースが、
ごみ収集車の作業場所に近いため、
ペットのストレスになっている。別の
場所への移動を検討したい。

ポイント
ペット受入場所とごみ収集

車が干渉しないようにする。

①ペット受入場所とごみ置き場の位置の再検討
②ごみ収集車の作業ルートを決める。

人目のつく場所が望ましい

不法投棄や、女性の安全のため

ごみ置き場の移動

E



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.３ 保健・衛生班の課題

避難所開設後数日たったことも
あり、体調不良者が出始めた。
避難者が健康に生活できるよう
工夫したい。

①換気や運動などの内容、場所、時間の設定。

②避難所の健康管理スペースの設置。

ポイント
何をいつ行うか、どこ

で行うかなどを定める。

ステージを利用して運動する
朝と夜にラジオ体操する

１日数回の窓開け換気する
↓
きちんと周知する、決まった時間

全体で運動時間を決めて行う

事務所に相談スぺースを作っておく

E



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.４ 区⻑、⾃主防災会⻑、
保健・衛生班の課題

トイレの清掃に関して、保健・
衛生班のみでは他の業務もあり、
負担が大きい。

ポイント
トイレ清掃は男女１名づつ

出す必要がある。

清掃スタッフの確保（有志） 健常者で順番で行う

当番制にする

清掃作業看板「男性による作業中」等
掲示し、清掃の男女で担当する必要をなくす

トイレを使用する際に気を付けてほしいことをトイレ内に掲示する

E



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.５ 食料・物資班の課題

ポイント
食料は人数×３食、乳児は

１日に粉ミルク１箱（10回
分）で計算する。

食料に不足が出ないよう、
１日の消費量を把握したい。

現況数についても記録し、物資の残りを把握

避難所の把握
年齢、性別の分布から一覧表を作る

総務班名簿係を連携する

不足あれば行政へ要望

E



事務室

機械室

南部コミュニティセンター

総合受付

運営本部

ごみ
置き場

ペット
受入場所

物
資

避難者
生活スペース①

医療・介護

移動

F



南部コミュニティセンター

倉庫

倉庫

避難者
生活スペース②調理室

育児・保育

育児・保育

１Fより移動

F



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.１ 要配慮者支援班の課題

動線が狭く、車いすでの移動が
難しい。

①確保する通路スペースを明示する。
②避難者全体に、区切ったスペースの意図を
周知し、物を置かないことを徹底させる。

ポイント
常に一定以上の幅を確保

し、施設の必要な場所まで
移動できるようにする。

①ダンボールパーテーションで区切る

パーテーションを背中合わせで、間に車いすスペースを作る

①布とガムテープで通路を書く

②代表者がそれぞれのチームに伝えていく

車いすは出入口付近に配置する



課題を細分化すると…

解決に向けての方向性

解決策

No.２ 保健・衛生班の課題
同行避難してきたペットのスペースが、
ごみ収集車の作業場所に近いため、
ペットのストレスになっている。別の
場所への移動を検討したい。

ポイント
ペット受入場所とごみ収集

車が干渉しないようにする。

①ペット受入場所とごみ置き場の位置の再検討
②ごみ収集車の作業ルートを決める。

居住スペースからペットを離す。におい対策

ごみ置き場の移動。遠くの駐車場へもっていく


